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（概要）	 

本研究では、河川流域から河川を経由して輸送される粒子態有機物の移行動態、および、沿岸域堆

積物への堆積過程を明らかにすることを目的に、流域環境が異なる北海道別寒辺牛川̶厚岸湖、能

登半島の熊木川水系、および北海道日高沖において、堆積物中の有機物の炭素同位体比（∆14C とδ13C
値）を測定し、粒子態有機物の供給と移行、堆積過程を検討した。その結果、熊木川と支流の西谷内

川での有機物の流出挙動の違い、沿岸から外洋にかけての粒子態有機物の移行と沈着が海域により陸起源有

機物と海洋起源有機物の寄与度が明瞭に異なる結果が得られた。	 

キーワード：δ13C, Δ14C, 有機物,	 堆積物,	 移行挙動	 
	 

１．目的	 

	 最近の気候変動に伴う集中豪雨の規模と回数の増加により、陸域から海洋への物質の移行が促進され、

陸域の生態系とともに、沿岸域での生態系への影響が懸念されている。この実態を把握するためには、移

行する有機物の濃度、フラックスの観測とともに、有機物の質を解析し、その起原とともに流域からの供

給機構を解明することが重要となる。粒子態有機物は複雑な有機物の複合体であり、特性を把握するため

には様々な項目を分析する必要がある。本研究で着目する炭素安定同位体比と放射性炭素は、有機物のバ

ルクの特徴とともに時間軸を組み込むことが可能であり、有機物の有効なトレーサーとして利用すること

ができる（Raymond and Bauer 2001; Nagao et al., 2005, 2010a,b）。 
	 本研究では、森林と湿地域の別寒辺牛川と厚岸湖、森林と水田域を流れる熊木川水系の熊木川と西谷内川、

さらに沿岸から外洋までの海洋環境を有する北海道日高沖海域を対象に、それぞれの地域の堆積物の有機炭

素含有量とともに、炭素安定同位体比のδ13C 値、放射性炭素の∆14C 値を測定し、陸域から沿岸域̶大陸斜
面̶外洋域への移行動態を検討した。 
	 

２．方法	 

別寒辺牛川河川水中の懸濁粒子は、別寒辺牛中流域のカヌー出発点の別寒辺牛川橋付近で採取した河川

水から連続遠心法により分離し、真空凍結乾燥した後にメノウ乳鉢で粉砕し、粉末試料とした。汽水湖で

ある厚岸湖では北海道大学厚岸臨海実験所所属調査船えとぴりか号に乗船し 2011 年 10 月に厚岸湖全域を
網羅するように７測点で表層堆積物を採取した。また、2012年 2月と 2013年 3月には、別寒辺牛川河口
沖の沿岸域と厚岸湖南部で氷上から堆積物を採取した。沿岸から外洋にかけての海洋環境では、北海道南

西部の日高沖の海域を対象に、噴火湾内で 2測点、湾外で 3測点、津軽海峡沖の 2測点、日本海溝で 2測
点において採取した海底堆積物を用いた。能登半島の熊木川においては、2009 年~2011 年にかけて、熊
木川と西谷内川の源流、上流、中流で河床堆積物と河川懸濁粒子を採取し、真空凍結乾燥した。採取した

試料については、メノウ乳鉢で粉砕し、粉末試料とした後、元素分析、同位体分析のため、1M塩酸で炭酸
塩の除去を行った。 
	 堆積物中の有機物の C-14/C-12 の測定は、日本原子力研究開発機構青森研究開発センターむつ事務所の
加速器質量分析計により行った。測定した値は∆14C = ((pMC/100)－1) x 1000)として表した。また、
C-13/C-12 の測定は、質量分析計により行い、δ13C 値として表した。河川懸濁粒子・河床堆積物と沿岸域
堆積物の有機炭素含量、全窒素含量は元素分析計により測定した。	 

	 

	 

JAEA施設利用
タイプライターテキスト
利用施設：タンデトロン施設（炭素ライン）



	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 課題番号	 	  2013A―F06	 	 	  

	 
（様式 H25.12 改）	 

３．結果及び考察	 

  図１には能登半島の熊木川と
その上流域を流れる支流の西谷

内川河床堆積物の測定結果を示

した。両河川とも、源流＞上流＞

中流の順にΔ14C値は減少し、δ13C
値は逆に増加した。源流̶上流域

は森林域、上流の下流から中流に

かけて水田が拡がり始めること

から、上流域では森林由来の有機

物が供給され、上流から中流にか

けては水田からの有機物の寄与

が増加したために変動したと考

えられる。また、熊木川と西谷内

川のΔ14C 値とδ13C 値との相関性の違いは、流域の土地利
用形態の違いが反映した可能性が考えられる。 
	 図 2 には、厚岸湖底堆積物と陸起源有機物のソースと
して別寒辺牛川河川水懸濁粒子の有機物のδ13C 値とΔ14C
値をプロットした。この図を見て明らかなように、別寒

辺牛川河口域から厚岸湖までは、別寒辺牛川からの陸起

源有機物と厚岸湖内の海洋起源有機物との混合により構

成されていることがわかる。しかし、厚岸湖南西部は厚

岸湖内生産の有機物の寄与が卓越している。一方、厚岸

湖中央部の測点では、Δ14C値が約－270‰と最も低い値で
あり、新しい有機物の供給が少ない。なお、雪融け時の

河川水の粒子態有機物は、厚岸湖堆積物へは殆ど寄与し

ていない、つまり厚岸湖から沿岸域の厚岸湾へ移動して

いる可能性が示唆される。 
	 図 3 には、北海道南西沖の沿岸から日本海溝堆積物有
機物の炭素同位体比の測定結果を示した。噴火湾内外の

堆積物と津軽海峡沖、日本海溝堆積物のδ13C 値とΔ14C は
異なる領域にプロットされた。津軽海峡沖、日本海溝堆

積物は、プランクトン由来の有機物のδ13C 値を示した北
海道十勝川沖堆積物とほぼ同じδ13C 値に対して、噴火湾
内外の堆積物有機物は陸起源有機物の寄与が高く、低い

Δ14C 値であった。この海域で陸域から粒子の供給源と考
えられている沙流川河川水懸濁粒子有機物のδ13C 値と
Δ14C 値が春先の雪融け時期にはそれぞれ、－25.0‰と－
720‰と、十分に起源と考えられる炭素同位体比の範囲で
あり、噴火湾内外に移動し沈着した可能性が考えられる。 
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図１	 熊木川と支流の西谷内川源流から中流の河床堆積物有機物の 
	 	 	 δ13CとΔ14C値 

 
図 2	 別寒辺牛川河川水懸濁粒子（■： 
平水時、○：雪融け時）と厚岸湖堆積 
物有機物のδ13CとΔ14C値 

 
図 3	 海底堆積物有機物のδ13CとΔ14C値 




